























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 
保
護
預
り
両
替
地
金
銀
の
売
買
代
金
、
債
権
の
取
立
有
価
証
券
の
引
受
、
売
買
及
び
貸
付
官
金
、
公
金
及
び
諸
会
社
の
金
銭
出
納
取
扱
他
金
融
機
関
の
業
務
代
理
債
務
の
保
証
、
手
形
の
引
受
信
用
状
に
関
す
る
業
務
U俳
社
債
登
録
法
に
よ
る
社
債
等
登
録
に
関
す
る
事
務
乙
れ
ら
諸
業
務
の
う
ち
保
護
預
り
に
つ
い
て
は
、
銀
行
法
の
規
定
す
る
と
乙
ろ
の
明
文
が
あ
る
。
即
ち
銀
行
法
第
五
条
の
規
定
に
「
銀
行
ハ
担
保
附
社
債
信
託
法
ニ
一
依
リ
担
保
附
社
債
ニ
関
ス
ル
信
託
業
ヲ
営
ミ
叉
ハ
保
護
預
リ
其
ノ
他
ノ
銀
行
ニ
附
随
ス
ル
業
務
ヲ
営
ム
ノ
外
他
ノ
業
務
ヲ
営
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
あ
る
。
又
有
価
証
券
に
関
す
る
業
務
に
は
、
現
在
証
券
取
引
法
第
六
十
五
条
に
よ
る
制
限
が
あ
っ
て
、
銀
行
は
有
価
証
券
の
売
買
、
売
買
の
媒
介
、
取
次
又
は
代
理
、
証
券
市
場
に
於
い
て
売
買
取
引
の
委
託
の
媒
介
、
取
次
又
は
代
理
、
有
価
証
券
の
引
受
、
売
出
、
募
集
又
は
売
出
の
取
扱
行
為
を
営
業
と
す
る
乙
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
(註
2
)
銀
行
法
第
五
条
は
銀
行
が
主
要
業
務
及
び
附
随
業
務
以
外
の
他
業
を
営
む
と
と
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
兼
営
を
認
め
ら
れ
る
業
務
が
あ
る
。
即
ち
担
保
附
社
債
信
託
法
に
よ
る
祖
保
附
社
債
の
信
託
業
務
の
兼
営
で
あ
る
。
乙
れ
は
と
の
種
業
務
が
銀
行
の
能
力
と
信
用
と
か
ら
、
銀
行
を
し
て
行
わ
し
め
る
に
適
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
更
に
「
普
通
銀
行
等
の
貯
蓄
銀
行
業
務
又
は
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
と
れ
ら
業
務
の
兼
営
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
法
律
は
昭
和
一
八
年
三
月
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
金
融
機
関
の
八
司
業
主
義
に
よ
っ
て
、
普
通
銀
行
業
務
、
貯
蓄
銀
行
業
務
及
び
信
託
業
務
は
、
夫
え
別
個
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
夫
え
独
立
に
そ
の
固
有
業
務
が
営
ま
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
戦
時
に
於
い
て
金
融
機
関
の
整
理
統
合
を
促
進
し
且
つ
貯
蓄
増
進
の
企
図
か
ち
令
離
主
義
が
放
棄
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
貯
蓄
銀
行
の
普
通
銀
行
へ
の
合
併
、
或
い
は
兼
営
普
通
銀
行
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
、
叉
普
通
銀
行
の
信
託
業
務
の
兼
営
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
1
シ
ョ
ン
を
背
景
と
し
て
、
金
融
機
関
の
再
建
整
備
が
図
ら
れ
、
専
業
の
貯
蓄
銀
行
と
信
託
会
社
は
い
や
れ
も
消
滅
し
て
普
通
銀
行
に
転
換
し
、
普
通
銀
行
が
貯
蓄
銀
行
業
務
及
び
信
託
業
務
を
兼
営
す
る
状
態
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
附
随
業
務
は
銀
行
の
本
質
的
な
業
務
で
は
な
く
、
叉
現
在
殆
ん
ど
そ
の
意
味
を
有
し
な
い
も
の
も
考
え
ら
れ
る
が
、
と
れ
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
経
営
と
経
済
四
ら
の
う
ち
若
干
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
乙
と
に
し
た
い
。
(註
1
)
例
え
ば
高
垣
寅
次
郎
氏
「
銀
行
論
」
、
高
木
暢
哉
氏
「
銀
行
通
論
」
、
町
田
義
一
郎
氏
「
銀
行
論
」
、
丹
後
愛
二
郎
氏
「
銀
行
論
」
、
服
部
文
四
郎
氏
「
銀
行
原
論
」
、
山
崎
覚
次
郎
氏
「
銀
行
論
」
、
青
木
得
三
氏
「
銀
行
論
」
等
〔註
2
)
証
券
取
引
法
第
六
十
荒
条
に
.
「
銀
行
、
信
託
金
社
そ
の
他
証
券
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
金
融
機
関
は
第
二
条
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
な
す
事
を
営
業
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
銀
行
が
顧
客
の
書
面
に
よ
る
注
文
を
受
け
て
そ
の
計
算
に
お
い
て
有
価
証
券
の
売
買
を
な
し
叉
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
証
券
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
金
融
機
関
が
他
の
法
律
の
定
め
る
と
と
ろ
に
よ
り
投
資
の
目
的
を
以
て
叉
は
信
託
契
約
に
基
づ
い
て
信
託
を
な
す
者
の
計
算
に
お
い
て
有
価
証
券
の
売
買
を
な
す
の
は
ζ
の
限
り
で
な
い
」
と
あ
る
。
二
、
保
護
預
り
銀
行
は
取
引
先
そ
の
他
の
依
頼
に
よ
っ
て
一
定
の
手
数
料
、
保
管
料
を
徴
し
て
、
有
価
証
券
、
貴
金
属
等
の
貴
重
品
の
保
管
を
行
ろ
。
乙
れ
は
銀
行
が
そ
の
有
す
る
堅
牢
危
施
設
を
利
用
し
、
或
い
は
保
管
の
た
め
の
保
護
曲
を
利
用
者
に
貸
与
す
る
乙
と
に
よ
り
行
う
業
務
で
銀
行
の
一
種
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
で
あ
る
。
保
護
預
り
は
銀
行
業
務
の
初
期
の
時
代
に
於
い
て
は
、
為
替
、
両
替
と
並
ん
で
主
要
業
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
通
貨
制
度
の
整
備
、
他
方
で
は
銀
行
業
務
の
令
化
発
展
に
伴
い
、
預
金
、
貸
付
業
務
が
そ
の
中
心
と
な
る
に
及
ん
で
、
保
護
預
り
の
重
要
性
は
殆
ん
ど
と
れ
を
失
う
乙
と
L
危
っ
た
。
往
時
社
会
秩
序
の
と
L
の
わ
ざ
る
時
代
に
は
財
産
保
護
の
た
め
の
銀
行
の
重
要
業
務
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
附
随
的
方
意
味
し
か
考
え
得
ら
れ
危
い
。
然
し
方
が
ら
信
用
制
定
の
発
達
に
伴
っ
て
資
産
の
証
券
化
が
進
み
、
有
価
証
券
の
占
め
る
割
合
が
大
と
危
り
、
保
護
預
り
の
必
要
性
が
増
加
し
て
来
た
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
我
国
で
は
明
治
初
年
頃
よ
り
保
護
預
り
が
行
わ
れ
た
が
、
明
治
一
五
年
の
日
本
銀
行
条
例
(
第
十
一
条
)
に
明
文
で
規
定
さ
れ
た
。
(設
l
)
普
通
銀
行
に
つ
い
て
は
慣
習
上
附
随
業
務
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
年
の
銀
行
法
及
び
犬
王
一
一
年
の
信
託
業
法
に
於
い
て
乙
の
業
務
左
認
め
て
い
る
。
(註
2
V
保
護
預
り
業
務
に
は
、
銀
行
が
完
備
ぜ
る
保
護
預
り
施
設
を
用
い
て
、
顧
客
の
有
価
証
券
そ
の
他
貴
重
品
を
保
管
す
る
狭
義
の
保
護
預
り
と
保
護
画
自
体
左
貸
与
す
る
貸
金
庫
と
の
業
務
が
あ
る
。
前
者
は
更
に
開
封
保
護
預
り
と
封
繊
保
護
預
り
と
の
二
種
類
に
わ
か
た
れ
る
。
そ
の
各
々
に
つ
い
て
述
べ
る
。
(
1
)
 
開
封
保
護
預
り
披
封
預
り
又
は
開
封
寄
託
と
も
い
L
、
銀
行
が
株
券
、
公
社
債
等
受
託
物
の
内
容
を
知
っ
て
保
管
す
る
も
の
で
、
銀
行
は
寄
託
物
を
封
織
す
る
乙
と
な
く
披
封
の
ま
L
預
か
る
。
従
っ
て
保
管
の
目
的
物
は
多
く
は
有
価
証
券
で
、
貴
金
属
、
宝
石
等
の
開
封
預
り
は
乙
れ
を
受
付
け
た
い
。
有
価
証
券
の
開
封
保
護
預
り
に
は
、
附
随
的
に
証
券
の
元
利
金
、
配
当
金
の
取
立
委
任
を
受
け
る
と
と
が
多
く
、
叉
と
れ
ら
取
立
金
に
よ
る
他
有
価
証
券
の
購
入
、
株
券
引
換
及
び
名
義
書
換
等
の
代
理
事
務
を
兼
ね
行
う
と
と
も
あ
る
。
(
2
)
 
封
繊
保
護
預
り
密
封
保
護
預
り
又
は
封
繊
寄
託
と
も
い
L
、
寄
託
者
が
寄
託
物
を
封
織
し
て
預
け
る
も
の
で
、
銀
行
が
そ
の
内
容
を
知
り
得
な
い
保
管
の
形
式
で
あ
る
。
保
管
の
対
象
物
と
な
る
も
の
は
、
有
価
証
券
の
外
に
貴
金
属
、
宝
石
、
契
約
書
類
等
で
保
管
中
変
形
や
変
質
の
心
配
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
よ
く
、
そ
の
範
囲
が
広
い
。
銀
行
は
封
械
の
ま
L
保
管
す
れ
ば
よ
い
も
の
で
、
従
っ
て
返
却
も
封
織
の
ま
L
で
行
え
ば
よ
く
、
そ
の
結
果
内
容
の
如
何
に
関
し
て
は
責
任
を
負
わ
友
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
二
ク
の
形
式
は
と
も
に
そ
の
性
質
上
は
法
律
上
寄
託
行
為
で
、
銀
行
は
一
定
の
手
数
料
を
定
め
て
い
る
。
乙
の
両
者
の
形
式
の
何
れ
を
選
択
す
る
か
は
顧
客
の
意
図
に
よ
り
、
叉
預
り
品
の
内
容
に
よ
っ
て
異
る
も
の
で
あ
る
。
開
封
預
り
は
銀
行
は
保
管
の
外
に
依
頼
に
よ
っ
て
保
管
物
の
管
理
主
も
行
う
の
で
寄
託
者
に
と
り
甚
だ
便
宜
で
あ
る
。
叉
封
械
預
り
は
寄
託
者
が
寄
託
物
の
内
容
を
他
人
に
知
ら
れ
る
乙
と
を
望
ま
な
い
場
合
に
於
い
て
は
、
便
宜
危
保
管
の
形
式
と
方
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
五
経
営
と
経
済
ー-L.ノ、
(
3
)
 
貸
金
庫
銀
行
が
金
庫
そ
の
他
銀
行
内
に
設
け
た
保
管
曲
を
貸
与
し
、
預
け
主
を
し
て
有
価
証
券
そ
の
他
貴
重
品
の
保
管
に
利
用
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
預
け
主
は
専
用
鍵
在
所
有
し
、
営
業
時
間
中
自
由
に
開
閉
し
得
る
。
保
管
物
は
封
繊
保
護
預
り
の
場
合
と
同
様
に
内
容
に
つ
い
て
銀
行
は
責
任
が
設
い
。
前
二
者
が
既
に
述
べ
た
如
く
、
法
律
上
の
寄
託
行
為
で
あ
る
に
対
し
、
乙
れ
は
施
設
の
賃
貸
借
で
乙
れ
が
利
用
に
つ
い
て
一
定
の
使
用
料
を
徴
す
る
。
(註
1
〕
日
本
銀
行
条
例
に
は
次
の
如
く
あ
る
。
日
本
銀
行
ノ
営
業
ハ
左
y
如
シ
第
五
諸
預
リ
勘
定
ヲ
為
シ
叉
ハ
金
銀
貨
貴
金
属
詑
諸
証
券
類
ノ
保
護
預
リ
ヲ
為
ス
事
銀
行
法
第
五
条
に
つ
い
て
は
と
の
小
論
の
「
一
、
序
」
に
於
い
て
既
述
信
託
会
社
ハ
左
ニ
掲
グ
ル
業
務
ニ
限
リ
之
ヲ
併
セ
営
ム
コ
ト
ヲ
得
第
十
一
条
戸註
2
)
信
託
業
法
第
五
条
保
護
預
り
三
、
代
金
取
立
商
取
引
の
上
で
手
形
の
使
用
が
盛
ん
と
な
る
に
つ
れ
て
、
商
人
の
受
取
る
手
形
も
増
加
し
、
且
つ
手
形
支
払
地
が
遠
隔
の
地
で
あ
っ
た
り
、
叉
種
々
の
手
続
を
要
す
る
等
の
理
由
か
ら
、
商
人
が
自
ら
そ
の
取
立
を
行
ろ
と
と
た
く
、
通
常
取
引
銀
行
に
依
頼
し
て
銀
行
を
し
て
と
れ
が
取
立
を
代
行
せ
し
め
る
。
乙
れ
が
代
金
取
立
(
8
=
0
2百
巴
)
で
あ
る
。
代
金
取
立
の
依
頼
人
は
取
立
の
た
め
の
裏
書
を
な
し
て
手
形
を
銀
行
に
提
出
し
、
銀
行
は
期
日
に
そ
の
取
立
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
代
金
取
立
に
は
二
方
法
が
あ
る
。
即
ち
一
つ
は
銀
行
の
所
在
地
に
於
い
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
当
該
銀
行
の
所
在
地
以
外
に
於
い
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
当
所
代
金
取
立
と
他
所
代
金
取
立
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の
後
者
の
場
合
に
於
い
て
は
、
銀
行
は
更
に
自
行
支
庖
或
い
は
取
引
先
銀
行
に
依
頼
し
て
代
金
取
立
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
取
立
の
対
象
と
せ
ら
れ
る
も
の
は
手
形
の
外
に
、
公
社
債
の
元
利
金
叉
は
株
式
の
配
当
金
等
を
d
h
，
含
む
。
乙
れ
に
よ
り
取
立
依
頼
者
は
自
ら
一
取
立
を
行
う
に
要
す
る
時
間
と
費
用
と
を
節
約
し
得
て
、
速
か
に
こ
れ
を
自
己
の
当
座
勘
定
に
繰
入
れ
る
こ
と
を
得
る
。
隔
地
者
の
依
頼
に
よ
る
も
の
は
送
金
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
為
替
業
務
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
と
と
R
怠
る
。
代
金
取
立
は
委
任
契
約
で
あ
っ
て
、
銀
行
が
自
ら
債
権
者
と
な
る
の
で
は
危
く
、
単
に
代
金
の
請
求
及
び
受
領
の
権
限
と
義
務
と
を
有
す
る
だ
け
で
あ
る
。
銀
行
は
叉
取
立
と
は
反
対
に
取
立
て
ら
れ
る
側
の
支
払
銀
行
と
し
て
の
支
払
事
務
を
も
行
う
も
の
で
あ
る
。
銀
行
が
取
立
先
の
委
託
に
よ
っ
て
、
金
銭
の
受
払
を
伴
う
会
社
の
事
務
を
代
行
す
る
の
が
所
謂
代
理
業
務
で
あ
る
。
と
の
代
理
業
務
は
業
務
の
性
質
上
、
受
入
代
理
業
務
と
支
払
代
理
業
務
と
が
あ
る
。
株
式
申
込
証
拠
金
及
び
払
込
金
の
受
入
、
受
託
債
払
込
金
の
受
入
事
務
は
前
者
で
あ
わ
、
株
式
配
当
金
の
支
払
、
公
社
債
元
利
金
の
支
払
は
後
者
の
業
務
で
あ
る
。
叉
地
方
自
治
体
の
金
庫
事
務
取
扱
、
日
本
銀
行
の
代
理
庖
業
務
等
を
も
行
う
。
銀
行
の
代
理
業
務
は
一
定
の
手
数
料
を
徴
し
て
行
う
委
任
契
約
に
基
づ
く
業
務
で
あ
る
が
、
銀
行
に
と
っ
て
も
比
較
的
僅
少
危
費
用
を
以
て
支
払
基
金
が
預
金
と
し
て
増
加
し
、
従
っ
て
銀
行
の
貸
出
能
力
を
増
加
さ
せ
る
意
味
を
も
有
す
る
と
と
に
た
る
。
友
お
銀
行
の
代
理
業
務
に
づ
い
て
は
、
信
託
業
務
に
於
け
る
代
理
業
務
の
如
き
明
確
た
規
定
は
た
い
が
、
銀
行
が
信
託
業
務
を
兼
営
し
て
い
る
場
合
に
於
い
て
は
、
信
託
業
法
第
五
条
に
よ
っ
て
そ
の
代
理
業
務
が
次
の
如
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
(
イ
)
財
産
の
取
得
、
管
理
、
処
令
叉
は
貸
借
(
ロ
)
財
産
の
整
理
又
は
清
算
(
ハ
)
債
権
の
取
立
(
ニ
)
債
務
の
履
行
四
、
債
務
の
保
証
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
七
経
営
と
経
済
JI.、
一
般
に
銀
行
の
保
証
業
務
と
い
う
は
、
銀
行
が
取
引
先
の
支
払
を
保
証
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
取
引
を
円
滑
友
ら
し
め
ん
と
す
る
た
め
の
業
務
で
あ
る
。
保
証
業
務
は
銀
行
の
授
信
業
務
で
あ
る
が
所
謂
貸
付
と
具
る
と
と
ろ
は
、
貸
付
が
実
際
に
資
金
を
供
給
す
る
に
対
し
て
保
証
は
直
接
に
資
金
を
融
通
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
只
単
に
銀
行
が
そ
の
信
用
を
貸
与
す
る
と
と
ろ
に
あ
る
。
然
し
な
が
ら
銀
行
が
取
引
先
に
対
し
て
保
証
左
友
し
た
場
合
、
保
証
債
務
を
負
担
す
る
乙
と
に
た
り
、
従
っ
て
万
一
保
証
依
頼
者
が
そ
の
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
に
は
、
銀
行
が
そ
の
保
証
し
た
債
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
銀
行
は
保
証
に
際
し
そ
の
危
険
に
備
え
る
た
め
、
そ
れ
に
相
当
す
る
確
実
な
担
保
を
提
供
せ
し
め
、
或
い
は
保
証
人
を
立
て
し
め
且
つ
保
証
料
を
徴
し
て
と
れ
を
た
す
の
で
あ
る
。
保
証
業
務
に
は
そ
の
種
類
が
多
い
。
こ
れ
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
即
ち
(
イ
)
売
買
契
約
の
保
証
商
人
閣
で
売
買
契
約
を
締
結
せ
ん
と
す
る
場
合
、
相
互
に
信
用
状
態
が
不
明
の
た
め
取
引
が
円
滑
さ
を
欠
ぐ
場
合
が
あ
る
。
か
ふ
る
時
銀
行
が
一
方
に
対
し
、
他
方
の
依
頼
に
よ
っ
て
そ
の
者
の
信
用
を
保
証
す
る
が
如
き
で
あ
る
。
商
人
が
取
引
に
際
し
、
手
形
を
振
出
さ
ん
と
し
て
も
信
用
状
態
が
相
手
方
に
不
明
友
場
合
、
銀
行
に
依
頼
し
て
〈
ロ
)
手
形
の
保
証
手
形
の
保
証
を
受
け
る
と
、
銀
行
の
保
証
に
よ
り
手
形
に
信
用
が
つ
き
、
市
場
に
於
け
る
流
通
性
を
高
め
る
乙
と
に
怠
る
。
手
形
受
領
者
も
銀
行
の
保
証
し
た
手
形
の
故
に
容
易
に
割
引
し
得
る
乙
と
に
な
り
、
手
形
に
よ
る
売
買
取
引
を
円
滑
に
行
い
畑
作
る
。
(
ハ
)
信
用
状
の
発
行
は
銀
行
宛
に
為
替
手
形
を
振
出
し
た
と
き
、
そ
の
手
形
の
引
受
、
支
払
を
保
証
す
る
証
書
で
あ
る
。
要
す
る
に
貿
易
取
引
の
円
滑
化
を
は
外
圏
貿
易
に
於
い
て
例
え
ば
輸
入
商
の
た
め
に
、
銀
行
が
自
己
の
信
用
を
提
供
し
て
、
輸
出
商
が
輸
入
商
叉
か
る
た
め
の
手
段
と
し
て
信
用
状
の
制
賓
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
商
業
信
用
状
の
今
ち
荷
為
替
信
用
状
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
(
ニ
)
運
送
貨
物
引
取
の
保
証
貨
物
証
券
が
未
到
着
の
た
め
に
、
既
に
貨
物
は
到
着
せ
る
に
も
拘
ら
や
侍
受
人
が
引
取
を
な
し
得
友
い
場
合
、
銀
行
が
侍
受
人
の
た
め
に
保
証
し
て
貨
物
の
仮
渡
し
を
受
け
得
る
よ
う
に
す
る
保
証
で
あ
る
。
実
際
に
は
貨
物
受
取
保
証
状
を
作
成
し
て
、
待
受
人
と
銀
行
と
が
署
名
を
た
し
、
運
送
業
者
に
渡
し
て
貨
物
の
引
取
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
貨
物
証
券
在
喪
央
し
た
場
合
無
論
待
受
人
は
そ
の
貨
物
の
引
取
が
出
来
友
い
の
で
、
貨
物
証
券
に
よ
ら
や
し
て
引
渡
し
を
求
め
る
方
法
と
し
て
、
銀
行
が
侍
受
人
の
た
め
に
運
送
業
者
に
対
し
保
証
左
行
う
。
即
ち
荷
物
引
渡
保
証
書
に
(
ホ
)
貨
物
証
券
喪
失
に
よ
る
保
証
荷
受
人
と
連
署
し
て
貨
物
の
引
渡
し
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
(
へ
)
担
保
貨
物
保
管
証
の
保
証
信
用
状
に
よ
り
侍
為
替
が
取
組
ま
れ
る
と
、
宛
名
銀
行
は
為
替
手
形
の
引
受
を
注
す
と
同
時
に
、
手
形
権
利
を
取
得
し
て
侍
為
替
貨
物
の
担
保
権
を
得
る
。
信
用
状
依
頼
者
は
貨
物
を
処
令
し
て
換
金
せ
ん
と
す
る
場
合
、
為
替
手
形
担
保
貨
物
保
管
証
を
差
入
れ
、
取
引
銀
行
が
保
証
を
す
れ
ば
貨
物
の
引
渡
し
を
受
け
得
る
の
で
あ
る
。
(
ト
)
そ
の
他
の
保
証
力
の
保
証
等
が
あ
る
。
保
証
業
務
に
は
そ
の
外
税
金
延
納
の
た
め
の
保
証
、
社
債
元
利
金
の
支
払
の
保
証
及
び
起
債
会
社
の
支
払
能
五
、
有
価
証
券
の
受
託
責
買
有
価
証
券
の
受
託
売
買
と
い
う
の
は
、
銀
行
が
取
引
先
の
依
頼
に
応
じ
て
有
価
証
券
を
購
入
し
叉
は
売
却
す
る
乙
と
で
あ
る
。
有
価
証
券
の
売
買
は
元
来
証
券
取
引
所
仲
買
人
の
専
業
と
す
る
と
乙
ろ
で
銀
行
の
本
来
的
業
務
で
は
友
い
が
、
取
引
先
の
委
託
に
よ
っ
て
証
券
売
買
を
行
う
と
と
が
あ
る
n
英
米
に
於
い
て
は
銀
行
は
原
則
と
し
て
自
ら
取
引
所
に
出
入
せ
や
、
仲
買
人
に
命
じ
て
売
買
を
行
わ
し
め
る
の
を
慣
行
と
す
る
が
、
独
逸
の
銀
行
は
自
ら
取
引
所
仲
買
人
と
し
て
取
引
先
の
た
め
に
売
買
を
行
う
。
我
国
で
は
有
価
証
券
に
関
す
る
業
務
に
は
、
現
在
証
券
取
引
法
第
六
十
五
条
に
よ
る
制
限
規
定
の
あ
る
と
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
と
乙
ろ
で
あ
る
が
、
乙
の
有
価
証
券
の
売
買
も
営
業
と
し
て
行
わ
れ
る
証
券
売
買
と
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
乙
の
第
六
十
五
条
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
も
、
(
1
)
 
金
融
機
関
が
投
資
の
目
的
か
ら
証
券
の
売
買
を
注
す
乙
と
。
銀
行
が
取
引
先
の
書
面
に
よ
る
依
頼
に
よ
っ
て
、
委
託
者
の
計
算
に
於
い
て
証
券
の
売
買
を
な
す
と
在
。
(
2
)
 銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
九
経
営
と
経
済
O 
は
乙
れ
を
例
外
と
し
て
認
め
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
銀
行
の
証
券
受
託
売
買
は
と
の
後
者
の
場
合
に
し
て
、
そ
れ
上
り
生
や
る
損
誌
は
委
託
者
に
帰
し
、
銀
行
は
手
数
料
の
み
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
沿
銀
行
の
貸
借
対
照
表
に
貸
付
有
価
証
券
た
る
項
目
が
あ
る
う
乙
れ
は
銀
行
が
顧
客
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
本
来
の
利
子
、
配
当
を
得
る
外
に
貸
付
料
を
徴
し
て
手
持
有
価
証
券
の
貸
付
を
行
ろ
も
の
で
あ
る
。
乙
の
貸
付
有
価
証
券
の
型
式
に
は
次
の
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
即
ち
(
1
)
 
特
定
の
有
価
証
券
を
貸
付
け
、
そ
の
も
の
を
返
還
せ
し
め
る
場
合
(
2
)
 
一
定
の
種
類
及
び
数
量
の
有
価
証
券
を
貸
付
け
、
同
種
同
量
の
証
券
を
返
還
せ
し
め
る
場
合
乙
の
二
通
り
に
し
て
法
律
上
の
性
質
は
、
前
者
が
賃
貸
借
で
あ
る
に
対
し
て
後
者
は
消
費
貸
借
で
あ
る
。
通
常
行
わ
れ
る
の
は
乙
の
前
者
の
型
式
に
よ
っ
て
ど
あ
る
。
乙
の
貸
付
の
対
象
と
な
る
証
券
は
国
債
、
地
方
債
、
社
債
及
び
株
式
で
あ
る
が
、
国
債
と
社
債
と
が
主
で
あ
る。
戦
後
の
我
国
で
は
貸
付
有
価
証
券
の
量
は
減
少
を
示
し
て
い
る
。
乙
れ
ら
証
券
は
官
庁
へ
納
付
す
る
供
託
金
又
は
保
証
金
に
充
当
す
る
た
め
、
或
い
は
借
入
金
の
担
保
と
し
て
提
供
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
戦
後
は
銀
行
の
保
証
に
よ
っ
て
担
保
の
提
出
に
代
え
る
乙
と
が
行
わ
れ
る
に
至
り
、
貸
付
有
価
証
券
業
務
の
大
部
令
が
支
払
承
諾
業
務
に
か
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
務
銀
行
は
銀
行
法
(
第
五
条
)
の
規
定
に
よ
っ
て
、
担
保
附
社
債
信
託
に
関
す
る
信
託
業
務
を
営
む
乙
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
我
国
で
は
明
治
三
八
年
に
担
保
附
社
債
信
託
法
が
、
外
国
資
本
の
導
入
を
容
易
た
ら
し
め
る
目
的
で
以
て
制
定
さ
れ
た
が
、
と
れ
は
信
託
の
原
理
を
応
用
し
て
社
債
に
担
保
を
附
す
る
制
度
で
あ
っ
て
、
銀
行
業
に
よ
っ
て
兼
営
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
乙
の
法
律
制
定
の
当
時
は
六
、
信
託
業
未
だ
有
力
主
信
託
会
社
は
存
在
し
て
を
ら
や
、
銀
行
に
兼
営
を
許
し
た
乙
と
が
日
本
の
信
託
制
度
の
濫
阪
と
怠
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
註
l
)
担
保
附
社
債
信
託
制
度
は
社
債
の
発
行
を
容
易
に
す
る
た
め
に
担
保
を
附
す
る
場
合
、
銀
行
が
担
保
の
受
託
者
と
友
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
会
社
が
資
金
調
達
の
た
め
社
債
を
発
行
す
る
に
際
し
、
物
上
担
保
を
供
す
る
乙
と
は
社
慣
権
者
の
利
益
を
保
護
し
、
且
ク
社
債
の
信
用
を
維
持
す
る
上
に
於
い
て
望
ま
し
く
、
会
社
も
そ
れ
に
よ
う
て
比
較
的
有
利
友
条
件
を
以
て
社
債
の
発
行
を
行
う
と
と
を
得
る
。
然
し
た
が
ら
実
際
上
は
社
債
権
者
は
多
数
に
の
ぼ
り
、
ぇ
社
債
の
転
売
が
行
わ
れ
る
の
で
一
々
担
保
を
供
す
る
乙
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
総
て
の
債
権
者
の
た
め
に
一
括
し
て
共
同
担
保
と
す
る
外
は
な
い
が
、
社
債
権
者
が
総
て
共
同
的
に
担
保
権
を
保
存
、
実
行
す
る
と
と
は
閣
雑
で
あ
る
。
そ
乙
で
銀
行
は
社
債
発
行
会
社
と
信
託
契
約
を
結
び
、
会
社
は
所
有
す
る
企
業
財
産
を
以
て
財
団
を
組
織
し
、
信
託
会
社
に
提
供
し
て
乙
れ
に
担
保
権
を
設
定
す
る
。
か
く
し
て
社
債
の
発
行
が
行
わ
れ
る
が
、
銀
行
は
受
託
者
と
し
て
担
保
権
の
名
義
人
と
た
り
、
総
て
の
社
債
権
者
の
た
め
に
担
保
権
を
保
存
し
且
つ
実
行
す
る
義
務
を
負
う
。
従
っ
て
社
債
の
償
還
利
子
の
支
払
が
遅
延
す
る
が
如
き
場
合
は
、
会
社
に
催
告
す
る
等
又
社
債
権
者
の
た
め
に
弁
済
を
得
る
に
必
要
友
行
為
の
一
切
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
担
保
附
社
債
信
託
法
は
明
治
三
八
年
に
制
定
以
来
、
物
上
担
保
の
種
類
の
増
加
及
び
信
託
会
社
の
兼
営
を
認
め
る
以
外
に
根
本
的
主
改
正
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
乙
の
法
律
の
不
備
の
点
が
社
債
金
融
の
円
滑
を
阻
害
し
、
や
が
て
昭
和
八
年
五
月
の
同
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
の
制
度
が
認
め
ら
れ
る
と
と
に
怠
っ
た
。
即
ち
同
一
担
保
権
で
以
て
担
保
す
る
社
債
の
令
割
発
行
が
認
め
ら
れ
友
か
っ
た
乙
と
よ
り
す
る
社
債
金
融
の
不
円
滑
が
、
産
業
界
、
金
融
界
か
ら
の
要
望
に
よ
っ
て
才
1
プ
ン
・
エ
ン
ド
・
モ
l
ゲ
ー
ジ
(。ヨロ・
0
ロ
仏
自
。
zmω
句
。
)
そ
の
改
善
が
乙
の
新
制
度
に
よ
っ
て
実
現
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
社
債
担
保
の
方
式
に
巳
。
a
p
g品
目
o
z
m
ω
m
o
と
C
3ロ・
0
ロ
品
目
2
・
仲
間
品
。
と
が
あ
る
。
前
者
は
同
一
担
保
物
件
の
上
に
将
来
同
順
位
の
担
保
権
を
も
っ
社
債
を
、
現
在
発
行
す
る
金
額
以
上
に
発
行
す
る
と
と
を
行
わ
た
い
と
約
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
同
順
位
の
社
債
を
将
来
発
行
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
一
担
保
物
件
に
時
期
を
異
っ
て
社
債
が
発
行
さ
れ
て
も
総
て
同
一
順
位
に
友
る
。
と
の
社
債
の
令
割
発
行
は
発
行
会
社
に
と
り
頗
る
便
宜
な
も
の
と
た
る
。
昭
和
八
年
我
国
で
新
た
に
採
用
し
た
の
は
オ
ー
プ
ン
・
エ
シ
ド
・
モ
l
ヂ
1
ジ
で
あ
る
が
、
最
高
発
行
額
の
限
度
が
明
か
に
示
さ
れ
て
い
る
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
経
営
と
経
済
方
式
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
元
来
信
託
制
度
は
英
国
に
於
い
て
個
人
の
民
事
信
託
と
し
て
発
見
し
、
多
種
に
わ
た
る
財
産
の
信
託
を
引
受
け
個
人
信
託
業
と
し
て
成
長
し
た
が
、
と
れ
が
米
閣
に
導
入
さ
れ
て
営
業
信
託
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
非
常
な
発
達
を
見
る
に
至
っ
た
。
即
ち
担
保
附
社
債
信
託
、
動
産
設
備
信
託
、
投
資
信
託
、
そ
の
他
企
業
の
広
範
囲
に
及
ぶ
諸
種
の
事
務
に
関
す
る
信
託
等
法
人
信
託
業
を
発
達
せ
し
め
る
と
こ
ろ
と
友
っ
た
。
我
国
で
は
明
治
中
葉
以
後
、
経
済
の
発
達
に
伴
っ
て
漸
く
信
託
に
閣
す
る
関
心
が
深
全
る
に
至
っ
た
。
然
し
友
が
ら
経
済
基
盤
の
相
異
か
ら
そ
の
発
展
の
形
態
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
我
南
の
信
託
業
は
米
国
の
そ
れ
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
人
信
託
業
で
あ
っ
た
。
担
保
附
社
債
信
託
が
一
般
信
託
よ
り
も
先
ん
じ
て
発
展
を
見
た
と
と
は
重
要
友
特
徴
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
。
既
に
述
ペ
た
如
く
担
保
附
社
債
信
託
法
は
明
治
三
八
年
に
制
定
さ
れ
、
信
託
の
引
受
を
行
う
者
が
出
現
し
、
特
に
第
一
次
大
戦
後
は
そ
の
数
が
非
常
に
増
加
す
る
に
至
っ
て
(
註
2
v
、
信
託
の
概
念
も
明
確
と
な
り
、
信
託
業
の
監
督
と
そ
の
発
展
策
の
重
要
性
が
感
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
大
正
一
一
年
に
信
託
法
、
信
託
業
法
が
公
布
さ
れ
、
信
託
業
の
内
容
が
規
定
せ
ら
れ
る
と
と
に
た
っ
た
。
然
し
我
国
で
は
信
託
会
社
は
英
米
に
於
け
る
が
如
き
十
AT--
な
発
達
は
見
令
、
叉
そ
の
営
む
主
要
業
務
が
金
銭
信
託
に
重
点
が
あ
っ
た
と
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
本
来
信
託
業
法
の
立
法
に
際
し
て
は
、
信
託
会
社
の
銀
行
業
務
の
兼
営
は
乙
れ
を
禁
止
す
る
立
前
で
、
信
託
会
社
と
銀
行
と
は
別
個
の
活
動
領
域
に
あ
っ
て
両
者
併
存
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
担
保
附
社
債
信
託
法
に
よ
る
信
託
業
務
に
つ
い
て
は
何
れ
も
と
れ
を
営
み
得
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
一
八
年
に
「
普
通
銀
行
等
の
貯
蓄
銀
行
業
務
又
は
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
萌
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
普
通
銀
行
の
信
託
業
務
が
認
め
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。
元
来
信
託
業
は
我
国
で
は
十
八
す
な
発
展
が
見
ら
れ
や
、
戦
後
も
そ
の
経
営
は
振
わ
な
か
っ
た
が
、
金
融
機
関
再
建
整
備
法
に
基
づ
く
再
建
整
備
に
よ
っ
て
、
信
託
会
社
は
新
し
く
銀
行
業
務
を
兼
営
す
る
と
と
に
友
り
、
つ
い
で
昭
和
二
三
年
に
銀
行
法
に
よ
る
普
通
銀
行
に
改
組
さ
れ
、
信
託
業
務
は
乙
れ
を
兼
営
-
と
す
る
形
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
て
信
託
専
業
の
会
社
は
全
く
存
在
し
た
く
友
り
、
総
て
信
託
銀
行
と
し
て
発
足
す
る
に
至
っ
た
。
(
註
3
)
信
託
銀
行
又
は
銀
行
の
信
託
部
の
行
う
信
託
業
務
は
、
種
々
の
も
の
が
あ
る
。
信
託
業
法
(
第
四
条
)
の
規
定
す
る
信
託
業
務
は
、
受
託
財
産
の
引
受
の
場
合
に
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
金
銭
の
信
託
、
有
価
証
券
信
託
、
金
銭
債
権
の
信
託
、
土
地
及
び
そ
の
定
着
物
の
信
託
並
て
い
な
い
。
ぴ
に
地
上
権
及
び
土
地
の
賃
借
権
の
信
託
が
あ
る
。
た
お
動
産
信
託
は
信
託
業
法
の
規
定
す
る
信
託
の
一
種
で
あ
る
が
実
際
に
は
行
わ
れ
更
に
我
国
の
信
託
業
法
は
、
そ
の
本
来
の
業
務
た
る
各
種
財
産
の
信
託
の
引
受
の
外
に
、
併
営
業
務
と
し
て
次
の
如
き
範
囲
を
規
定
し
て
い
る
。
(
第
五
条
)
即
ち
普
通
銀
行
に
於
け
る
所
謂
附
随
的
な
業
務
に
相
当
す
る
意
味
の
も
の
で
事
る
。
(
1
)
 
保
護
預
め
(
2〉
債
務
の
保
証
(
3
)
 
不
動
産
売
買
の
媒
介
又
は
金
銭
も
し
く
は
不
動
産
の
貸
借
の
媒
介
(
4〉
公
社
債
も
し
く
は
株
式
の
募
集
、
そ
の
払
込
金
の
受
入
又
は
そ
の
元
利
金
も
し
く
は
配
当
金
の
支
払
の
取
扱
(
5
)
 
財
産
に
鳴
・
す
る
遺
-
一
一
一
口
の
執
行
(
6
)
 
会
計
の
検
査
(
7
)
 
左
の
事
項
に
関
す
る
代
理
事
務
、
〈
イ
)
財
産
の
取
得
、
管
理
、
処
八
γ
叉
は
貸
借
、
(
ロ
)
財
産
の
整
理
又
は
清
算
、
(
ハ
)
債
権
の
取
立
、
つ
一
)
債
務
の
履
行
以
上
の
如
く
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
ら
は
必
十
し
も
固
有
の
信
託
業
務
と
い
L
得
た
い
も
の
で
、
信
託
会
社
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
で
既
に
関
説
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
と
L
で
は
信
託
業
務
と
し
て
本
来
的
友
業
務
と
し
て
前
述
し
た
範
囲
の
も
の
に
つ
い
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
経
営
と
経
済
四
て
述
ぺ
る
乙
と
に
し
た
い
。
(-) 
金
銭
の
信
託
乙
れ
に
は
金
銭
信
託
と
金
銭
信
託
以
外
の
金
銭
の
信
託
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
金
銭
信
託
と
い
う
は
、
信
託
引
受
の
際
に
信
託
財
産
と
し
て
金
銭
を
受
入
れ
、
契
約
期
間
中
の
管
理
、
運
用
の
財
産
的
形
態
は
と
れ
を
問
わ
や
、
元
本
た
る
信
託
財
産
の
返
還
は
金
銭
を
以
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
注
ら
友
い
信
託
で
あ
る
の
金
銭
信
託
以
外
の
金
銭
の
信
託
と
は
、
信
託
引
受
の
際
信
託
財
産
と
し
て
金
銭
を
受
入
れ
る
が
元
本
た
る
信
託
財
産
を
受
益
せ
し
め
る
場
合
に
金
銭
を
以
て
給
付
す
る
と
定
め
な
い
と
と
ろ
の
信
託
で
あ
る
。
即
ち
信
託
終
了
の
際
は
そ
の
金
銭
が
投
資
せ
ら
れ
て
い
る
財
産
の
状
態
で
返
還
す
る
信
託
で
あ
る
。
委
託
者
が
専
問
的
知
識
を
要
す
る
投
資
を
欲
す
る
場
合
に
利
用
せ
ら
れ
、
主
と
し
て
そ
れ
は
株
式
と
不
動
産
と
で
あ
る
。
金
銭
信
託
は
我
国
信
託
業
務
の
中
で
最
も
重
要
注
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
戦
前
に
於
い
て
は
信
託
会
社
は
、
金
銭
信
託
に
よ
る
巨
額
の
資
金
を
蒐
集
し
て
長
期
金
融
を
行
う
有
力
部
円
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
イ
γ
プ
レ
1
シ
ョ
ン
の
時
期
に
於
い
て
は
当
然
金
銭
信
託
は
不
振
で
あ
っ
た
が
、
経
済
の
恢
復
、
成
長
と
と
も
に
重
要
性
を
増
し
て
き
た
。
と
れ
に
対
し
て
金
銭
信
託
以
外
の
金
銭
の
信
託
は
左
程
発
達
を
見
な
い
状
態
に
あ
る
。
金
銭
信
託
左
中
心
と
し
て
信
託
業
務
が
発
達
し
た
と
こ
ろ
に
我
同
信
託
業
の
特
殊
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
そ
れ
は
と
も
か
く
と
の
こ
つ
の
信
託
の
相
異
は
、
元
本
た
る
信
託
財
産
の
受
入
れ
は
同
じ
く
金
銭
で
あ
る
が
、
返
還
の
際
の
財
(
註
4
d
産
の
種
類
の
相
異
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
金
銭
信
託
は
一
定
の
目
的
か
ら
金
銭
の
所
有
権
を
信
託
会
社
に
移
転
し
、
乙
れ
が
運
用
管
理
を
委
託
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
運
用
方
法
の
如
何
に
よ
っ
て
次
の
三
種
類
に
わ
か
れ
る
。
(
イ
)
特
定
金
銭
信
託
乙
れ
は
運
用
の
方
法
及
び
目
的
物
を
具
体
的
に
定
め
-
た
も
の
で
、
例
え
ば
、
貸
付
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
金
額
、
債
務
者
、
期
間
、
利
率
、
担
保
等
が
具
体
的
に
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
信
託
終
了
の
際
に
信
託
財
産
の
返
還
は
金
銭
で
注
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
が
、
元
本
に
損
失
が
生
じ
た
と
し
て
も
信
託
会
社
に
過
夫
が
な
い
限
り
受
益
者
の
負
担
に
帰
し
、
元
本
及
川
叶
利
益
の
補
填
又
は
補
足
の
契
約
を
た
す
と
と
は
出
来
怠
い
。
(
ロ
)
指
定
金
銭
信
託
運
用
の
方
法
及
び
目
的
物
の
種
類
を
委
託
者
か
ら
指
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
指
定
の
意
味
は
信
託
財
産
を
有
価
証
券
或
い
は
貸
付
金
と
い
う
如
き
、
投
資
に
つ
い
て
一
定
の
範
宙
を
指
示
す
る
だ
け
で
、
乙
の
点
に
於
い
て
具
体
的
に
そ
の
運
用
を
特
定
す
る
前
述
の
特
定
金
銭
信
託
と
は
異
る
。
(
ハ
)
特
定
及
び
指
定
な
き
金
銭
信
託
乙
れ
は
信
託
財
産
の
運
用
に
つ
い
て
特
定
及
び
指
定
の
友
い
も
の
、
即
ち
何
ら
の
契
約
な
く
受
託
者
の
任
意
に
運
用
せ
ら
る
L
も
の
で
あ
る
が
、
委
託
者
の
利
益
保
護
の
見
地
か
ら
運
用
方
法
が
厳
重
に
制
限
さ
れ
て
を
り
、
実
際
上
行
わ
れ
て
い
な
い
。
我
国
の
信
託
が
金
銭
信
託
を
中
心
と
し
て
い
る
点
は
既
に
ふ
れ
た
が
、
乙
の
金
銭
信
託
の
う
ち
で
そ
の
大
半
を
占
め
る
も
の
が
指
定
金
銭
信
託
で
あ
っ
て
、
多
く
合
同
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
元
来
信
託
の
本
質
か
ら
い
え
ば
、
受
託
者
は
各
委
託
者
毎
に
受
託
財
産
を
個
別
に
管
理
運
用
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
金
銭
信
託
に
限
り
個
々
に
管
理
運
用
す
る
乙
と
の
煩
雑
を
-
避
け
る
目
的
で
合
同
運
用
が
認
め
ら
乙
れ
が
指
定
合
同
運
用
金
銭
信
託
で
あ
る
。
乙
の
合
同
運
用
に
反
信
託
性
が
問
題
と
さ
れ
る
が
、
と
の
運
用
方
法
れ
て
い
る
。
(註
5
)
に
よ
っ
て
危
険
の
介
散
が
行
わ
れ
、
と
れ
が
認
め
ら
れ
注
い
と
信
託
業
の
活
動
は
資
金
運
用
に
於
い
て
そ
の
効
果
を
甚
だ
し
く
そ
が
れ
る
で
あ
ら
う
。
乙
れ
に
対
し
委
託
者
毎
に
個
別
運
用
を
な
す
も
の
が
指
定
単
独
運
用
金
銭
信
託
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
お
、
金
銭
信
託
に
つ
い
て
は
、
銀
行
預
金
と
の
競
争
を
避
け
、
金
融
機
関
の
分
業
に
よ
っ
て
信
託
会
社
を
し
て
長
期
金
融
を
扱
わ
し
め
る
意
図
か
ら
、
信
託
財
産
の
引
受
金
額
及
び
引
受
期
間
に
ク
い
て
夫
々
制
限
を
設
け
て
い
る
。
(註
6
)
指
定
金
銭
信
託
は
信
託
期
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
一
五
経
営
と
経
済
一
-'.. ノ、
間
を
二
ヶ
年
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
二
年
以
上
五
年
未
満
の
も
の
は
、
通
常
短
期
信
託
と
い
わ
れ
、
五
年
以
上
の
も
の
が
長
期
信
託
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
の
区
別
は
信
託
利
益
配
当
率
に
差
異
を
設
け
る
た
め
の
区
別
で
、
そ
れ
ま
で
は
指
定
金
銭
信
託
は
年
限
に
関
係
た
く
信
託
利
益
配
当
率
が
一
律
で
あ
っ
た
が
、
殆
ん
ど
全
部
の
信
託
会
社
に
よ
っ
て
昭
和
二
一
年
か
ら
長
短
期
の
区
別
が
設
け
ら
れ
て
い
る。
(註
7
)
信
託
契
約
に
従
い
受
託
者
が
過
失
放
く
信
託
行
為
を
行
っ
た
一
場
合
に
於
い
て
、
損
失
が
生
じ
或
い
は
予
想
利
溢
が
得
ら
れ
友
か
っ
た
ー
と
し
て
も
受
託
者
に
そ
の
責
任
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
運
用
方
法
の
特
定
の
怠
い
金
銭
信
託
に
限
っ
て
、
元
本
に
損
失
を
生
じ
た
と
き
と
れ
を
補
填
し
、
又
一
定
額
の
利
益
を
得
ら
れ
中
広
か
っ
た
場
合
乙
れ
を
補
足
す
る
契
約
を
結
び
得
る
乙
と
を
定
め
て
い
る
。
(
註
8
)
乙
れ
は
利
殖
的
預
金
と
し
て
は
元
本
な
る
信
託
財
産
の
安
全
と
恒
活
的
な
利
荏
と
は
極
め
て
重
要
友
乙
と
で
金
銭
信
託
を
発
達
せ
し
め
る
上
の
重
要
注
要
因
と
友
る
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
元
本
補
境
、
利
益
補
足
の
契
約
及
び
合
同
運
用
に
よ
っ
て
、
金
銭
信
託
は
銀
行
の
定
期
預
金
と
そ
の
性
質
が
類
似
し
て
い
る
が
、
定
期
預
金
が
消
費
寄
託
で
あ
る
に
対
し
、
金
銭
信
託
は
信
託
関
係
に
し
て
一
定
の
目
的
の
も
と
に
金
銭
の
管
理
、
運
用
を
行
わ
し
め
る
た
め
に
、
そ
の
所
有
権
を
受
託
者
に
移
転
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
来
元
本
補
墳
及
び
利
荏
補
足
の
取
り
き
め
の
友
い
金
銭
信
託
に
あ
っ
て
は
損
失
を
生
じ
た
場
合
も
乙
れ
を
補
償
す
る
義
務
は
友
い
が
、
定
期
預
金
に
あ
っ
て
は
銀
行
は
常
に
元
利
を
支
払
う
義
務
を
有
す
る
。
そ
の
他
引
受
金
額
、
引
受
期
間
等
に
つ
い
て
も
夫
え
異
る
と
と
ろ
が
あ
る
。
信
託
財
産
に
は
銀
行
預
金
に
見
ら
れ
た
い
保
護
規
定
が
あ
り
、
金
銭
信
託
の
受
益
者
は
銀
行
の
預
金
者
に
比
し
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
る
の
(註
9
)
左
希
証
券
投
資
信
託
及
び
貸
付
信
託
も
金
銭
信
託
の
一
部
正
見
ら
れ
る
の
(
註
叩
)
ロ
有
価
証
券
信
託
乙
れ
は
信
託
を
引
受
け
る
に
際
し
、
信
託
財
産
と
し
て
有
価
軒
券
を
受
入
れ
た
信
託
で
あ
る
。
受
託
に
あ
た
勺
て
金
銭
を
受
入
れ
、
・
後
有
価
証
券
を
購
入
し
て
信
託
財
産
と
す
る
は
、
と
れ
を
有
価
証
券
信
託
と
は
呼
び
得
な
い
。
又
信
託
財
産
よ
り
生
や
る
利
益
は
そ
の
信
託
財
産
に
属
す
る
科
目
に
組
入
れ
ら
れ
る
。
従
っ
て
証
券
よ
り
生
じ
た
利
子
、
配
当
金
は
有
価
証
券
信
託
と
し
て
処
理
せ
ら
れ
、
証
券
を
処
分
す
る
と
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
金
銭
及
び
そ
の
金
銭
に
よ
り
得
ら
れ
た
債
権
、
不
動
産
等
も
す
べ
て
有
価
証
券
信
託
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
故
に
有
価
証
券
信
託
は
、
受
託
当
初
よ
り
一
貫
し
て
信
託
財
産
が
有
価
証
券
の
み
を
以
て
構
成
せ
ら
れ
る
と
は
限
ら
友
い
。
有
価
証
券
信
託
の
目
的
が
主
と
し
て
管
理
に
あ
る
か
或
い
は
利
殖
に
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
管
理
有
価
証
券
信
託
及
び
運
用
有
価
証
券
信
託
に
わ
か
れ
る
。(
イ
)
管
理
有
価
証
券
信
託
公
社
債
、
株
式
の
管
理
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
い
え
ば
利
札
や
償
還
金
の
取
立
、
配
当
金
の
受
取
、
株
主
権
の
行
使
友
ど
で
あ
る
。
有
価
証
券
に
関
す
る
知
識
の
乏
し
い
者
、
或
い
は
日
常
多
忙
に
し
て
自
ら
管
理
す
る
繁
雑
さ
を
避
け
た
い
と
い
う
人
々
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
形
態
の
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
法
律
的
に
は
表
示
有
価
証
券
信
託
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
有
価
証
券
に
信
託
財
産
た
る
と
と
の
表
示
を
行
い
、
登
録
公
社
債
や
記
名
の
社
債
、
株
式
は
原
簿
に
信
託
財
産
た
る
乙
と
の
記
載
を
さ
せ
る
か
ら
で
喝
る
。
そ
の
目
的
は
信
託
財
産
の
安
全
を
図
り
、
信
託
会
社
の
債
権
者
友
ど
の
第
三
者
に
対
抗
さ
せ
る
た
め
か
ら
で
あ
る
。
但
し
表
示
や
記
載
は
た
く
と
も
信
託
行
為
そ
の
も
の
は
有
効
で
実
際
に
は
と
れ
が
行
わ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
と
の
種
信
託
は
性
質
及
び
目
的
か
ら
自
然
に
受
託
期
間
の
長
期
の
も
の
が
多
い
。
運
用
有
価
証
券
信
託
と
れ
は
受
託
証
券
を
貸
付
或
い
は
借
入
金
の
担
保
に
供
す
る
如
き
方
法
で
運
用
し
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
の
う
ち
信
託
報
酬
を
差
引
い
て
、
委
託
者
に
対
し
受
託
証
券
の
利
息
の
外
に
利
益
の
配
当
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
信
託
の
性
質
上
受
託
証
券
は
流
通
性
の
あ
る
確
実
た
証
券
で
あ
る
と
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
我
国
で
は
従
来
主
と
し
て
国
債
に
限
ら
れ
、
例
外
的
に
一
流
の
地
方
債
、
社
債
が
信
託
さ
れ
(
ロ
)
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
七
経
営
と
経
済
人
て
来
た
実
状
に
あ
っ
た
。
受
託
期
聞
に
ク
い
て
は
管
理
有
価
証
券
信
託
と
同
様
に
法
律
上
の
制
限
は
な
い
が
、
前
者
に
比
し
比
較
的
短
期
の
も
の
が
多
い
よ
R
ん
で
あ
る
。
金
銭
債
権
信
託
(三)信
託
の
設
定
に
際
し
委
託
者
が
信
託
財
産
と
し
て
金
銭
債
権
を
移
転
す
る
信
託
で
あ
る
。
受
託
者
は
信
託
の
引
受
に
よ
っ
て
、
自
ら
債
権
者
と
し
て
債
権
の
保
全
及
び
取
立
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
金
銭
債
権
信
託
に
は
一
般
金
銭
債
権
信
託
と
生
命
保
険
債
権
信
託
と
が
あ
る
一
般
金
銭
債
権
信
託
は
信
託
会
社
が
、
債
権
の
取
立
、
督
促
、
時
効
中
断
、
祖
保
の
保
全
等
を
行
う
が
、
我
国
で
は
乙
の
信
託
は
不
振
の
状
態
に
あ
っ
た
。
思
う
に
確
実
在
金
銭
債
権
で
あ
れ
ば
、
信
託
料
を
払
っ
て
委
託
す
る
必
要
は
友
く
、
叉
そ
れ
が
不
確
実
友
不
良
金
銭
債
権
で
あ
れ
ば
、
信
託
会
社
が
と
れ
を
引
受
け
る
乙
と
を
拒
否
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
生
命
保
険
債
権
信
託
は
保
険
契
約
者
た
る
委
託
者
が
、
信
託
会
社
を
保
険
金
受
取
人
に
指
定
又
は
変
更
し
、
保
険
事
故
の
生
じ
た
際
に
信
託
会
社
が
保
険
金
を
受
取
り
、
且
ク
そ
れ
を
信
託
契
約
に
従
っ
て
管
理
も
し
く
は
支
払
う
も
の
で
あ
る
。
乙
の
種
保
険
は
米
国
に
於
い
て
は
信
託
会
社
に
よ
っ
て
甚
だ
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
我
国
で
も
金
銭
債
権
の
信
託
の
う
ち
で
は
、
従
来
生
命
保
険
債
権
信
託
の
方
が
そ
の
犬
部
分
を
占
め
て
来
た
状
態
で
あ
っ
た
。
(四)
動
産
信
託
及
び
不
動
産
信
託
あ
る
が
、
実
際
に
は
我
国
で
行
わ
れ
て
い
友
い
。
米
国
に
於
け
る
動
産
設
備
信
託
(
註
日
)
動
産
信
託
は
信
託
引
受
の
際
に
、
信
託
財
産
と
し
て
動
産
主
受
入
れ
た
信
託
で
あ
る
。
信
託
業
法
第
四
条
に
規
定
す
る
信
託
の
一
種
で
の
実
際
か
ら
、
近
来
我
国
で
も
信
託
銀
行
の
重
要
問
題
の
一
っ
と
た
っ
て
い
る
。
不
動
産
信
託
と
い
う
の
は
土
地
及
び
そ
の
定
着
物
の
信
託
に
し
て
、
管
理
又
は
処
分
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
信
託
で
あ
る
。
信
託
の
目
的
物
と
在
る
も
の
は
、
不
動
産
の
所
有
権
に
し
て
そ
の
抵
当
権
は
含
ま
れ
な
い
。
信
託
財
産
た
る
不
動
産
を
信
託
会
社
の
名
義
に
す
る
が
、
不
動
産
の
管
理
、
処
分
は
有
価
証
券
等
に
比
し
よ
り
一
層
の
知
識
、
経
験
を
要
す
る
も
の
で
、
知
識
の
乏
し
い
者
或
い
は
多
忙
注
者
に
と
っ
て
は
、
と
の
種
信
託
の
利
用
価
値
は
甚
だ
犬
き
い
も
の
が
あ
ら
う
。
不
動
産
の
管
理
信
託
は
、
地
代
、
家
賃
の
取
立
を
は
じ
め
、
租
税
公
課
の
支
払
在
行
い
、
そ
の
外
修
繕
、
賃
貸
等
契
約
に
よ
っ
て
は
一
切
の
管
理
事
務
を
行
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
又
処
八
す
を
目
的
と
す
る
信
託
は
、
土
地
の
令
譲
そ
の
他
公
正
在
価
格
で
迅
速
た
処
分
を
行
う
乙
と
勿
論
で
あ
る
が
、
更
に
契
約
の
如
何
に
よ
っ
て
は
例
え
ば
土
地
に
上
下
水
道
等
の
工
事
を
施
行
す
る
等
を
附
帯
せ
し
め
る
乙
と
を
得
る
。
只
実
際
の
取
扱
い
と
し
て
は
管
理
事
務
を
含
む
乙
と
が
多
い
の
で
、
乙
の
両
者
を
兼
ね
る
信
託
が
多
い
。
信
託
業
法
第
四
条
は
土
地
及
び
そ
の
定
着
物
の
信
託
と
地
上
権
及
び
土
地
の
賃
借
権
の
信
託
と
を
別
個
に
規
定
し
て
い
る
。
地
上
権
は
他
人
の
土
地
に
於
い
て
、
工
作
物
又
は
立
木
を
所
有
す
る
た
め
に
そ
の
土
地
を
使
用
し
得
る
物
権
で
あ
り
、
土
地
の
賃
借
権
は
賃
借
料
を
払
っ
て
他
人
の
土
地
を
使
用
、
収
益
し
得
る
債
権
で
あ
る
。
従
っ
て
実
際
に
は
地
上
権
の
み
の
信
託
、
或
い
は
土
地
賃
借
権
の
み
の
信
託
が
行
わ
れ
る
乙
と
は
稀
で
あ
っ
て
、
普
通
建
物
と
と
も
に
行
わ
れ
る
乙
と
が
多
い
の
で
不
動
産
信
託
と
し
て
処
理
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
不
動
産
信
託
で
は
、
不
動
産
の
所
有
権
は
委
託
者
か
ら
信
託
会
社
に
移
転
す
る
か
ら
不
動
産
所
有
権
の
移
転
登
記
が
必
要
と
た
る
。
且
っ
そ
の
不
動
産
が
信
託
財
産
で
あ
る
と
と
を
、
信
託
会
社
の
債
権
者
な
ど
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
に
信
託
の
登
記
を
も
行
う
の
で
あ
る
。
と
の
信
託
の
登
記
は
管
理
有
価
証
券
信
託
に
於
け
る
表
示
と
同
様
の
意
味
を
も
ク
も
の
で
、
要
す
る
に
第
三
者
〈
の
対
抗
条
件
で
あ
っ
て
、
信
託
財
産
の
安
全
を
図
ゎ
、
委
託
者
の
利
益
保
護
に
あ
る
が
、
登
記
を
行
わ
往
く
と
も
信
託
の
効
力
に
は
変
h
り
が
た
い
が
、
不
動
産
信
託
の
場
合
に
於
い
て
は
所
有
権
移
転
登
記
と
共
に
必
宇
信
託
の
登
記
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
乙
の
点
に
ク
い
て
管
理
有
価
証
券
信
託
が
信
託
の
表
示
を
行
わ
た
い
場
合
の
あ
る
と
と
に
対
し
異
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
九
経
営
と
経
済
二
O
(註
1
)
担
保
附
社
債
信
託
法
は
明
治
三
八
年
七
月
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
明
治
三
五
年
日
本
興
業
銀
行
が
設
立
さ
れ
、
営
業
の
一
部
と
し
て
有
価
証
券
に
関
す
る
信
託
事
務
が
認
め
ら
れ
た
が
、
担
保
附
社
債
信
託
法
の
公
布
に
よ
っ
て
同
年
、
日
本
興
業
銀
行
法
の
改
正
が
行
わ
れ
て
、
一
般
信
託
業
務
及
び
担
保
附
社
債
信
託
業
務
の
兼
営
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
で
明
治
三
九
年
東
京
信
託
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
と
れ
は
信
託
な
る
名
称
を
も
っ
株
式
組
織
の
会
社
の
最
初
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
担
保
附
社
債
信
託
業
者
は
銀
行
を
除
い
て
は
、
他
業
の
兼
営
を
禁
ぜ
ら
れ
、
大
正
一
一
年
の
信
託
法
、
信
託
業
法
公
布
前
に
於
い
て
は
、
特
殊
銀
行
、
普
通
銀
行
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
。
信
託
業
法
の
制
定
に
よ
っ
て
信
託
会
社
の
業
務
と
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、
銀
行
の
既
得
権
と
し
て
そ
の
ま
L
兼
営
が
認
め
ら
れ
て
い
た
事
情
に
あ
る
。
(註
2
}
明
治
三
九
年
の
東
京
信
託
株
式
会
社
の
設
立
に
っ
ぽ
い
て
、
大
正
三
年
に
は
信
託
会
社
の
設
立
数
は
二
八
六
社
、
大
正
一
O
年
に
は
そ
の
数
四
入
入
社
に
達
し
た
。
大
正
一
二
年
一
月
に
信
託
法
、
信
託
業
法
が
施
行
さ
れ
、
同
年
一
二
月
は
じ
め
て
新
法
に
よ
る
信
託
会
社
が
五
社
認
可
さ
れ
た
。
白
井
規
短
雄
氏
日
本
信
託
業
論
一
九
六
l
七
頁
(註
3
〕
「
普
通
銀
行
等
の
貯
蓄
銀
行
業
務
又
は
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
一
八
年
五
月
に
、
信
託
会
社
は
二
一
社
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
O
年
戦
争
終
了
ま
で
に
一
三
社
が
銀
行
に
合
併
せ
ら
れ
、
七
社
が
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
一
社
は
証
券
会
社
に
転
換
し
、
残
存
六
社
が
信
託
銀
行
と
し
て
発
足
し
、
現
在
信
託
専
業
会
社
は
一
社
も
な
い
。
従
っ
て
信
託
業
法
も
前
詑
法
律
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
七
条
乃
至
第
十
条
の
規
定
を
除
い
て
そ
の
存
立
の
意
味
を
有
し
な
い
状
態
に
あ
る
。
(註
4
}
と
の
理
由
に
つ
い
て
は
ど
L
で
は
関
説
し
な
か
っ
た
が
、
種
々
検
討
せ
ら
る
べ
き
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
白
井
規
短
雄
氏
日
本
信
託
業
論
一
O
ー
一
二
頁
参
照
〔註
5
)
信
託
法
第
二
十
八
条
「
信
託
財
産
ハ
固
有
財
産
及
ピ
他
ノ
信
託
財
産
ト
分
別
シ
テ
之
ヲ
管
理
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
但
シ
信
託
財
産
タ
ル
金
銭
-
一
付
テ
ハ
各
別
一
一
其
ノ
計
算
ヲ
明
-
一
ス
ル
ヲ
以
テ
足
ル
」
〔註
6
)
信
託
業
法
施
行
細
則
第
八
条
に
「
信
託
会
社
ハ
五
百
円
未
満
ノ
金
銭
信
託
ノ
引
受
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
し
て
引
受
金
額
の
最
低
限
を
定
め
、
更
に
同
細
則
第
九
条
に
「
信
託
会
社
ハ
信
託
期
間
二
年
ヲ
下
ル
金
銭
信
託
ノ
引
受
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
但
シ
運
用
方
法
ノ
特
定
セ
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
コ
ノ
限
リ
ニ
ア
一
プ
ズ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
(註
7
)
銀
行
研
究
社
編
信
託
会
社
の
実
際
知
識
五
頁
〔註
8
)
信
託
業
法
第
九
条
「
信
託
会
社
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
-
一
依
リ
運
用
方
法
ノ
特
定
セ
ザ
ル
金
銭
信
託
ニ
限
リ
元
本
ニ
損
失
ヲ
来
シ
タ
場
合
叉
ハ
予
メ
一
定
シ
タ
ル
額
ノ
利
益
ヲ
得
サ
リ
シ
場
合
-
一
於
テ
之
ヲ
損
補
シ
叉
ハ
補
足
ス
ル
契
約
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る
。
実
際
に
は
元
本
補
損
の
特
約
を
結
ん
で
い
る
が
、
利
益
補
足
の
特
約
を
結
ぶ
方
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
(
註
9
)
「
銀
行
の
取
得
し
た
財
産
は
自
己
の
財
産
と
何
ら
の
差
異
が
な
い
が
、
信
託
会
社
に
移
転
さ
れ
た
金
銭
は
固
有
財
産
と
対
立
す
る
信
託
財
産
」
に
し
て
、
固
有
財
産
と
は
厳
密
に
区
別
し
て
管
理
さ
れ
、
信
託
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
、
競
売
禁
止
等
信
託
財
産
は
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
、
信
託
は
財
産
の
安
全
地
帯
と
さ
れ
て
い
る
。
白
井
規
矩
雄
氏
日
本
信
託
業
論
三
七
l
入
頁
(
註
叩
}
昭
和
一
六
年
に
野
村
証
券
株
式
会
社
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
投
資
信
託
は
、
米
国
の
基
金
型
投
資
信
託
の
方
式
を
と
り
入
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
証
券
会
社
が
投
資
証
券
を
売
却
し
て
、
一
般
投
資
家
か
ら
資
金
を
集
め
、
信
託
会
社
と
契
約
を
結
ん
で
と
れ
に
預
託
し
、
証
券
会
社
は
自
ら
は
出
資
す
る
ζ
と
な
く
、
只
専
h
知
識
に
基
づ
い
て
証
券
投
資
を
行
う
も
の
で
、
信
託
会
社
は
そ
の
計
画
に
従
っ
て
資
金
の
管
理
運
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
戦
後
昭
和
二
六
年
に
証
券
投
資
信
託
法
が
制
定
さ
れ
再
出
発
が
な
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
叉
貸
付
信
託
は
昭
和
二
七
年
の
貸
付
信
託
法
に
基
づ
い
て
、
信
託
銀
行
が
貸
付
信
託
業
務
を
も
蛍
む
と
と
L
な
っ
た
。
こ
れ
は
電
力
、
石
炭
、
造
船
、
鉄
綱
等
の
基
礎
産
業
の
長
期
資
金
を
供
給
す
る
目
的
か
ら
、
信
託
銀
行
が
受
益
証
券
を
発
行
し
て
資
金
を
集
め
、
と
れ
を
指
定
せ
る
貸
付
に
あ
て
、
ζ
れ
か
ら
受
益
証
券
所
有
者
に
牧
益
を
分
配
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
指
定
合
同
運
用
金
銭
信
託
の
一
種
で
あ
る
。
(
註
日
)
米
国
に
於
い
て
法
人
信
託
業
と
し
て
担
保
付
社
債
信
託
と
並
ん
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
車
輔
信
託
と
も
呼
ば
れ
、
鉄
道
、
石
油
、
鉄
鋼
、
航
空
会
社
等
の
信
託
会
社
と
の
契
約
に
よ
る
と
こ
ろ
の
動
産
設
備
の
金
融
方
式
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
特
に
フ
イ
一
フ
デ
ル
プ
イ
ヤ
・
プ
ラ
ン
q
E
Z宕
-zzzg)
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
体
系
金
融
辞
典
「
設
備
信
託
」
の
項
参
照
銀
行
の
附
随
業
務
に
つ
い
て
